
地域コミュニティ
拠点施設だより

❺

地域コミュニティ
拠点施設だより

❺

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施

設
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
施
設
整
備
の
進

め
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

施
設
整
備
の
進
め
方

　

施
設
の
開
館
に
向
け
た
基
本

的
な
流
れ
を
左
図
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
計
画
と
概
要
版
は
各
公

民
館
や
市
役
所
に
て
閲
覧
可
能

で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

　

な
お
、
第
１
館
目
と
し
て
、

東
部
エ
リ
ア
の
拠
点
施
設
を
旧

藤
田
中
学
校
跡
地
に
建
設
す
る

に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
基
本
設
計
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
８
月
よ
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け

る
資
料
や
出
さ
れ
た
ご
意
見
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

（
仮
称
）
東
部
エ
リ
ア
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
に
対
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

０
、　

６
９
９
１
・
５
９
３

０
、
Ｅ
メ
ー
ルMori_cosui@

city-moriguchi-osaka.jp

）

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
に

「
守
口
市
市
民
協
働
指
針
」
を

策
定
し
、
現
在
「
守
口
市
市
民

協
働
推
進
会
議
」
で
市
民
協
働

の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

協
働
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
近
隣
自
治

体
に
お
け
る
協
働
事
例
の
紹
介

と
い
う
形
で
、
協
働
の
市
民
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き　

10
月
29
日
㈬

と
こ
ろ　

守
口
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
Ｆ
研
修
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
第
一
部
（
協
働
事
例
発
表
）

⑴
「
寝
屋
川
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
（
仮

　

「
協
働
」
の
主
体
と
な
る
た

め
に
は
、
市
民
と
市
行
政
の
間

で
一
定
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

左
表
に
協
働
の
ル
ー
ル
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市

民
協
働
を
進
め
て
い
く
う
え
で

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
守
口
市
市
民
協
働
指
針
の
内

容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
協
働
の
ル
ー
ル

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

題
）
」

と
き　

午
後
１
時

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
寝
屋
川
あ

い
の
会
理
事
長
・
三
和
清
明
氏

⑵
「
ひ
ら
か
た
防
災
学
校
の
取

組
み
（
仮
題
）
」

と
き　

午
後
１
時
50
分

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ら
か
た

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

○
第
二
部
（
交
流
の
部
）

⑴
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
参
加

団
体
か
ら
自
分
の
団
体
の
活
動

内
容
・
今
後
の
事
業
方
針
や
そ

れ
に
伴
う
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
、
自
由
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

 

「
保
険
金
が
使
え
る
」
と
い

う
、
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
の
勧

誘
に
は
ご
注
意
！

　

訪
問
し
て
き
た
業
者
に
雨
ど

い
が
壊
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
、
「
火
災
保
険
の
保
険
金

で
屋
根
の
修
繕
が
で
き
る
」
と

勧
め
ら
れ
た
。
「
保
険
金
を
使

え
ば
、
自
己
負
担
は
一
切
な

い
」
と
い
う
説
明
だ
っ
た
。
屋

根
を
点
検
さ
れ
、
50
万
円
の
見

積
書
を
渡
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
保
険
会
社
に
保
険
を

請
求
し
て
下
り
た
金
額
で
工
事

を
す
る
と
い
う
契
約
を
し
た
。 

　

火
災
保
険
の
保
険
金
が
８
万

円
が
下
り
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
よ
く
考
え
る
と
50
万
円
の

見
積
も
り
を
出
し
て
お
き
な
が

ら
、
８
万
円
で
工
事
が
で
き
る

の
は
お
か
し
い
と
思
う
。
解
約

し
た
い
。

　

「
保
険
金
が
使
え
る
」
と
言

っ
て
勧
誘
さ
れ
る
住
宅
修
理
サ

ー
ビ
ス
の
相
談
が
全
国
的
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
や

電
話
に
よ
る
勧
誘
の
ほ
か
、
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

み
て
消
費
者
自
身
が
直
接
申
し

込
む
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

業
者
は
「
無
料
で
修
理
す

る
」
「
保
険
金
の
範
囲
内
で
修

理
す
る
か
ら
自
己
負
担
は
な

い
」
な
ど
「
無
料
」
を
強
調
し

て
勧
誘
し
て
い
ま
す
が
、
中
に

は
「
請
求
し
た
保
険
金
が
支
払

わ
れ
ず
、
工
事
費
が
自
己
負
担

に
な
っ
た
」
「
高
額
な
解
約
料

を
請
求
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

火
災
保
険
や
住
ま
い
の
保
険

な
ど
で
は
、
火
災
だ
け
で
な

く
、
台
風
や
暴
風
な
ど
の
自
然

災
害
に
よ
る
住
宅
の
損
害
に
つ

い
て
も
補
償
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
経
年
劣
化

に
よ
る
修
理
代
は
補
償
の
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
契
約
前

に
、
自
分
の
火
災
保
険
の
契
約

内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
会
社
に
保
険
金
の
請
求

を
す
る
際
は
、
必
ず
消
費
者
自

身
が
事
実
に
基
づ
い
て
請
求
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
険
を
利
用
す
る
か

ど
う
か
に
係
わ
ら
ず
、
住
宅
の

修
理
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
複

数
の
業
者
か
ら
見
積
り
を
取

り
、
工
事
内
容
や
契
約
内
容
を

慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

公
益
財
団
法
人
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ

ー
の
「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
☎
０
５
７
０
・
016
・
100
）
で

は
、
契
約
前
の
見
積
書
を
フ
ァ

ク
ス
や
郵
送
で
送
れ
ば
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を

し
、
見
積
項
目
の
形
式
や
見
積

金
額
の
妥
当
性
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

契
約
を
せ
か
す
業
者
、
見
積

書
を
渡
す
こ
と
を
拒
む
業
者
、

工
事
内
容
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま

工
事
代
金
の
前
払
い
を
求
め
る

業
者
、
着
工
を
せ
か
す
業
者
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

で
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
を
契
約

し
た
場
合
は
、
特
定
商
取
引
法

に
定
め
ら
れ
た
書
面
を
受
け
取

っ
て
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

　

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
場

合
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ョ
ン

と
き　

午
後
３
時
10
分

⑵
参
加
者
同
士
に
よ
る
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ

と
き　

午
後
４
時

　

参
加
方
法
や
日
時
、
会
場
、

内
容
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
随
時
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
合
せ
下
さ

い
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

０
）

　

墓
所
の
使
用
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

資
格　

守
口
、
門
真
、
大
東
、

四
條
畷
市
民

募
集
区
画
数　

146
区
画

墓
所
永
代
使
用
料　

77
万
７
千

600
円
〜

※

市
内
居
住
２
年
未
満
の
人
は

５
割
増

受
付
期
間　

10
月
１
㈬
〜
16
日

㈭

申
込
方
法　

所
定
用
紙
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
、
市
民
・
大

日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
同
組

合
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
で
飯
盛
霊
園
組
合

（
〒
575‒

０
０
１
２
四
條
畷
市

下
田
原
448
）

　

詳
し
く
は
「
申
込
の
ご
案

内
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
合
先　

飯
盛
霊
園
組
合
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
１
９
５
）

3.5
㎏
）　
　
　
　

申
込
先　

10
月
16
日
㈭
午
前
11

時
〜
午
後
１
時
に
材
料
費
を
添

え
て
各
公
民
館

問
合
先　

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
（
☎
６
９
９
２
・
１
３

３
６
）

　
　

19
日
㈬
庭
窪
公
民
館

　
　

20
日
㈭
三
郷
公
民
館

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

材
料
費

○
３
千
700
円
（
で
き
上
が
り
約

７
㎏
）

○
１
千
900
円
（
出
来
上
が
り
約

食
品
添
加
物
を
使
わ
な
い
「
手

作
り
み
そ
」
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

11
月
７
日
㈮
南
部
公
民
館

　
　

11
日
㈫
東
部
公
民
館

　
　

14
日
㈮
北
部
公
民
館

　

市
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
国
内
産
の
大
豆
を
使
用

し
、
保
存
料
や
着
色
料
な
ど
の

協
働
市
民
講
座

協
働
市
民
講
座

守口市
市民協働
通信③

守口市
市民協働
通信③

飯
盛
霊
園
だ
よ
り

〜
平
成
26
年
度
墓
所
使
用
者
募
集
〜

相談専用電話　☎ 6998-3600
〔相談時間　9：30～16：30]
土・日曜、祝日の相談窓口
消費者ホットライン　☎0570-064-370
〔相談時間　10：00～16：00]

消費生活センターだより消費生活センターだより
お
問
い
合
わ
せ
は…

相
談
事
例

解
　
説

添
加
物
の
な
い

手
作
り
み
そ
講
習
会

添
加
物
の
な
い

手
作
り
み
そ
講
習
会

協働のルール 内　　　容

協働で行なった活動の成果や課題について評価し、
ルールに基づいているかどうか検証を行なうこと
で、次の取り組みにつなげていく。

どのような協働の取り組みにおいても、対等な立場
であることを念頭におく。

取り組みや活動、考え方などを公開し、共有できる
ようにする。

お互いの違いを認識し、その上で前向きに進むこと
ができるように考える。

お互いの自主性を尊重する。主体性を欠いた依存関
係にならないように、自立性を確保する。

取り組みの際には、お互いが話し合って目的を明確
にする。

お互いの特徴を理解した上で、各々ができることを
役割分担する。

お互いの取り組みを通じて、各々の良さを認識し、
気づきあうことで、相互啓発を図る。

市民と市行政の対等性

７

６

５

４

３

２

１

８

情報公開・情報共有

相互理解

自主性・自立性尊重

目的の明確化と共有

役割分担

相互啓発

評価・検証

〈地域コミュニティ拠点施設開館までの流れの想定図〉

※基本設計：設計を進めるにあたってさまざまな与条件の整理を行い、建築主や施設利用者の要望などを
求めながら、計画建物の平面プランや外観、構造や設備の仕様と概要について設計案を作成
する過程です。

※実施設計：基本設計で示された計画内容と仕様を基にして、実際に工事を行うための設計図面を作成す
る過程です。平面図、立面図、断面図、各詳細図といった意匠図、構造図、設備図（電気、
機械）、外構図などの図面を作成します。

・基本計画に関する
　パブリックコメン
　トの実施
・基本計画の公表
・候補地の選定

※基本設計
実施計画

※実施設計
各種手続き

設
計
者
選
定

施
工
者
選
定

指
定
管
理
者
選
定事業計画

の策定

運営
協議会の
設立

発起人会
の設立

地域・
団体の
会合

ワークショップなどによる
地域ニーズの把握

プレ事業の
実施
運営準備など

開
　
　
館

建設工事

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階

意 見 ・ 要 望
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